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 「あさごはん、パンにする、ごはんにする。」まいあさ、おかあさんがそうき

きます。おとうとは、 

「パンがいい。」 

と、こたえますが、わたしはぜったいに、 

「ごはんがいい。」 

と、こたえます。わたしは、ごはんがだいすきです。かめばかむほど、あまく

なって、とてもおいしいからです。それに、どんなおかずにでもあうからです。

やいたしゃけにもぴったりだし、めかぶをかけてもおいしいし、やきにくとご

はんもさいこうです。 

 でも、わたしが、ごはんがだいすきなりゆうは、ほかにもあります。わたし

がまいにちたべているごはんは、だいすきな、おじいちゃんがつくっているか

らです。 

 おじいちゃんは、まいにちたんぼへいって、くさかりをしたり、みずのりょ

うをみたり、くすりをふったりして、いっしょうけんめいおこめをそだててい

ます。たんぼからかえってくると、おじいちゃんのさぎょうぎは、どろやくさ

がいっぱいついていて、あせでびっしょりになっています。それをみると、 

（がんばったんだなあ。） 

と、おもいます。みんなが、 

「おいしい、おいしい。」 

と、たべてくれるように、がんばっているんだとおもいます。 

 おじいちゃんは、ときどき、おとうとやわたしをトラクターにのせてくれま

す。とてもたのしくて、おじいちゃんをみると、おじいちゃんはうれしそうに、

にこにこしています。ひろいたんぼで、トラクターにのっていると、とっても

きもちがいいです。 

 わたしは、おじいちゃんがたいせつにそだてたおこめを、まいにちのこさず

たべています。おじいちゃんのおこめは、さいこうにあまくて、さいこうにお

いしいです。 




